
「綾ユネスコエコパーク」
～つながる自然とつなげる地域～

綾町役場ユネスコエコパーク推進室



綾町総面積：9,521ha 人口 約 6,500人
森林面積：7,572ha  79.5%

国有林 県有林 町有林 私有林 耕地 その他
4,214ha 1,453ha 266ha 1,639ha    739ha    1,210ha

44.2%         15.3%      2.8%         17.2%       7.8%     12.7%

宮崎市から約２０ｋｍの位置にある
大淀川の支流本庄川の上流にある綾北
川と綾南川が出合う沖積地に居住地が
分布

綾町の潜在自然環境資源(本）
・経済地理学的環境
・天然生物資源的環境
･地形、地質、水環境
･総合的自然環境

綾北川綾南川

綾町の概要

● Ａｙａ



綾町の住民自治

22地区

自治公民館制度を活用した
総合防災訓練

防災講話 消火栓確認

避難所訓練 初期消火訓練

避難ルート確認支援者・安否確認



仕事が欲しい、
生活が苦しい！
伐採を！！

人は今まで自然と共
に生きてきた！！

最近の人の生き方・価
値観はおかしい？

対立

町民 町長

この森から始まる綾の今

1967年：正面の国有林伐採計画
1984年：再度伐採計画が浮上→阻止

 1億2千万円で吊橋建設
2011年：3億2千万円で建替

この森の価値認識から綾町の地域づくりは始まる



生物多様性の保全
綾の照葉樹林プロジェクト

官民協働の森づくり

日本最大規模の原生的な照葉樹林を保護
しつつ、照葉樹林を分断する人工林や二
次林を長期的に照葉樹林に復元

目的① 照葉樹林の保護・復元

照葉樹林をよりよい形で後世に継承すると
共に、照葉樹林を核とした自然と共生する
地域づくりを 支援する

目的② 地域づくりの支援

２００５年５月 プロジェクト発足

・ ５者による協定を締結
・ ９,５００ha（国・県・町有林）が
対象エリア

このプロジェクトが後にユネスコエコパークの趣旨を満たすことに



ヤイロチョウ

綾の森づくりのイメージ
「綾の照葉樹林プロジェクト」の概要

照葉樹林を復元
「緑の回廊」

保護林

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Fairy_Pitta_3073.jpg


奥 山
里 地

再生可能な地下水や有機農産物素材利用の環境

空気・水・緑･食・風土の環境

土壌・有機物・微生物・安全環境

優れた森林生態系・文化・歴史の環境

生命基盤の貴重な川上の自然保護と
保全･利用

豊かな自然の恵みを利活用した持続的経済
基盤の構築

どのように利活用？？

自然素材でのほんものづくり

シイ類・カシ類・タブノキ
優占林

半
世
紀
に
わ
た
る
綾
町
の
地
域
づ
く
り

産業

里 山



綾ユネスコエコパーク

Core Area

Buffer Zone

Transition 

Area

綾の照葉樹林プロジェクト
のエリア

核心地域

緩衝地域

Core Area

800ha

Buffer 

Zone

8,863ha

自然共生サイト
東洋紡 綾の森

自然共生サイト
綾町イオンの森と
割付地区の日向夏畑

奥山 里山

Transition 

Area

4,730ha

移行地域



ユネスコエコパークの仕組み

世界142カ国 787地域
日本 10地域

核心地域
コアエリア 緩衝地域

バッファゾーン

移行地域
トランジッションエリア

3つの機能 3つの地域（ゾーニング）

生物多様性の保全

経済と
社会の
発展

学術的
研究
支援

共通

正式名称：生物圏保存地域（BR：Biosphere Reserve）



◎大学等研究機関との連携

現地実習 講話・講義

野外調査の補助 研修会

委託研究・共同研究   国際会議での発表

ユネスコスクール
の綾小・綾中学校

とも連携

出前講座        ビオトープ観察会

◎町内の幼稚園・保育所・小学校・中学校との連携

子ども自然クラブ 綾ユネスコエコパークセンター

◎綾BRセンター
での取組

登録後の主な成果登録後の主な成果

人文社会分野文献 17件

自然系分野文献 25件

解説・総説 6件

学会発表 12件

調査研究テーマ 108件

2015年‐2024年 2014年‐2024年

2018年‐2024年

利用者数 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
8,266名   7,632名   3,943名  3,146名 7,087名 10,278名 11,337名



ブナ科コジイの堅果生産に大きく関わる昆虫種２種を新発見した

研究成果が国際学術誌「Entomological Science」に掲載されました

２０２５年１１月１８日 京都府立大学プレスリリースより

京都府立大学のドングリの研究
平山貴美子先生の研究室

綾の照葉樹林での研究事例



コジイのドングリの
生産や豊作凶作の
周期に大きく影響し
ている可能性

京都と宮崎という地
理的に異なる地域
の照葉樹林で共通
する、未熟なドング
リを食べる昆虫を新
たに2種類発見

奥山でも里山でも
共通する・・・かも？

森林生態系の
レジリエンス未記載種

シギゾウムシ類

名前がない



自然共生サイト

東洋紡 「綾の森」

2023年10月 登録

綾町イオンの森と割付
地区の日向夏畑

2024年4月 申請
10月 登録

2025年 OECM登録

2024年 OECM登録

Other Effective area-based Conservation Measures

保護地域以外の生物多様性保全に資する区域

民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域



綾町イオンの森の散策
ルートの整備やマップを

作成

多様な樹種の植樹活動     植樹祭

里山に生物多様性豊かな自然環境を復元させるため、（公財）イオン環境財団と連携した
ニホンミツバチがつなぐ未来に向けた森づくりがスタート

町有林の木材を綾中学校校舎の
建て替えに活用

無農薬
耕作地

日向夏
果樹園

すみか えさ

はちみつ

◎綾町イオンの森づくり

えさ  えさ

花粉   花粉

環境教育プログラム

生物多様性にも配慮した、多面的
・多角的な人々の関りによる全く
新しい里山のあり方を模索

2013年～2022年
3,000名が参加し
21,600本を植樹

※スギ林伐採跡地にイチイガシやスダジイ、
クリやヤマザクラ等20種類以上を植樹

大学との連携した研究により安心・安全のエビデンスを確立

2012年‐2024年

（自家不和合性）

2020年～ 持続可能な地域づくり

自然生態系農業





ユネスコエコパーク

水 風

土

Water Wind

Soil

Bioshere Reserve

タネ
Seed

地元の学校
行政機関
民間企業
ボランティア

研究者
専門家
移住者

地元住民 地域資源

自然生き物

持続可能な取り組み
経済と社会の発展 学術的研究支援

生物多様性の保全



奥山

里山

里地

綾町イオンの森 東洋紡 綾の森

綾の照葉樹林プロジェクト

自然と人とあゆむ綾ユネスコエコパークの地域づくり

自然生態系農業



ドングリ

照葉樹林

自然共生サイト
自然生態系農業

綾ユネスコエコパーク

綾の照葉樹林プロジェクト

奥 山

環境教育
小・中学校

行政機関

工芸家 猟友会

木材利活用

エコツアー

自治公民館

JAみやざき綾

ニホンミツバチ

植樹・育樹

野菜・果樹生産者

研究機関

希少種保全

日向夏

シカ食害

モニタリング調査

県内外の大学

大学生
若い世代との連携

未来へつなぐ地域づくり

企業からの寄付

綾町
イオンの森

東洋紡
綾の森

林業関係者

奥山⇔里山 レジリエンス

里 山

ボランティア

湧き水



Thank you!
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